職種：設備保全　　職務：設備保全

【概要】

　設備保全とは、工場の生産ラインに設置されている機械設備の故障や劣化を予防し、維持・保全することである。

【仕事の内容】

工場の生産ラインに設置されている機械設備に関する故障や劣化、取替え、新設等の問題に対し、設備技術部門等と連携しながら問題解決のためのマニュアルの作成や、再発防止策の企画、実行を行う仕事である。

設備保全は、日常点検、定期点検、パトロール点検による機械・設備の現状把握が主な業務となる。範囲としては、保全計画の作成に始まり、機械の修理及び改良、機械履歴簿の作成、機械の点検、機械の異常時における対応措置、品質管理手法を用いた設備管理など、非常に広範囲にわたる。仕事の性質上、製造現場や技術者、社外の関係者らとの連携が欠かせない仕事であるため、専門スキルとともに協調性やコミュニケーション力も必要である。

【求められる経験・能力】

（1） 入職に際して、公的資格は特に必要とされないものの、工業高校や工業高等専門学校などの機械科や電気科などを卒業して電気や機械の工学系の専門知識を身に付けておくことが必要である。

（2） 技能検定（機械保全）の資格（特級、１級、２級）を取得することで技能が社内で認められて地位が向上することが多い。転職時にも、資格保有者は有利である。

（3） 機械保全の技能者として必要な資質は、機械保全の作業やプロセスに対する興味や関心を持っていること、さらには機械保全・機械保全技法の技能向上への意欲を持っていることなどが挙げられる。

（4） 設備の定期修理時などは一時的にかなりの仕事量が発生するため、心身ともにタフであることも求められる。

【関連する資格・検定等】

· 技能検定〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕

機械保全職種（特級）

機械保全職種（機械系保全作業、電気系保全作業、設備診断作業）（１級・２級）
機械保全職種（機械系保全作業、電気系保全作業）（３級）

機械検査職種（機械検査作業）（１級・２級・３級）

· エネルギー管理士

· ファシリティマネージャー〔社団法人日本ファシリティマネジメント推進協会〕

· 高度熟練技能者認定制度

機械保全職種

· 電気工事士（第１種・第２種）
· 電気主任技術者（第１種・第２種・第３種）

· 低圧電気取扱特別教育

· 高圧ガス製造保安責任者

· ガス溶接技能講習

· アーク溶接特別教育

· 床上操作式クレーン運転技能講習

· 玉掛け技能講習

· フォークリフト運転技能講習

· 研削といし取替え等業務に係わる特別教育

· 天井クレーン定期自主検査者安全教育

· 衛生工学衛生管理者
· 第一種衛生管理者
· 第二種衛生管理者
· 公害防止管理者（大気関係、水質関係、騒音・振動関係、粉じん関係、
ダイオキシン類関係）

· 公害防止主任管理者

· 特別管理産業廃棄物管理責任者

· 甲種防火管理者
· 乙種防火管理者

· 自主保全士〔社団法人プラントメンテナンス協会〕

【労働省職業分類（小分類）との対応】

５７２　一般機械器具修理工

　　５８１　電気機械組立工・修理工

